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災
害
時
に
お
寺
が
果
た
し
た
役
割

谷
　
川
　
海
　
明

①
　
そ
の
時
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か

②
　
避
難
所
に
な
っ
た
経
緯
・
決
断

③
　
お
寺
の
役
割

　
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
午
後
二
時
四
六
分

　
東
日
本
大
震
災
発
生

　 

震
源
地
は
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
一
三
〇
㎞
仙
台
市
の
東
方
沖
七
〇
㎞
の
太
平
洋
の
海
底
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
七
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
地
震
が
発
生
。

【
被
害
状
況
】

・ 

犠
牲
者
：
一
万
五
八
九
四
名
（
直
接
死
）、
三
五
九
一
名
（
関
連
死
）
行
方
不
明
者
：
二
五
五
〇
名
﹇
二
〇
一
七
年
七
月
一
〇
日
現
在
﹈

・
建
物
な
ど
の
被
害
額
推
計
十
六
兆
九
千
億
円
（
建
築
物
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
河
川
、
道
路
、
農
地
、
医
療
施
設
、
文
化
施
設
等
）

・
関
連
死
以
外
で
の
犠
牲
者
（
震
災
が
無
け
れ
ば
も
っ
と
長
生
き
し
た
人
も
い
る
）

・
震
災
の
被
害
は
現
在
進
行
形
で
あ
る
。
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25 災害時にお寺が果たした役割（谷川）

【
お
寺
の
地
理
的
環
境
】

・
法
音
寺
　
宮
城
県
石
巻
市
　
牡
鹿
半
島
（
日
蓮
宗
寺
院
は
市
内
に
二
カ
寺
）

・
お
寺
は
標
高
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
あ
る
。

・
震
源
地
よ
り
約
一
〇
〇
キ
ロ
西
に
位
置
す
る
。

・
震
度
は
六
強

【
お
寺
の
被
害
】

・
本
堂
は
一
部
損
壊
。
お
墓
は
三
〇
基
ほ
ど
が
倒
壊
。

・
お
檀
家
さ
ん
の
被
害
は
全
壊
二
〇
〇
件
、
半
壊
一
〇
〇
件
、
そ
の
他
一
部
損
壊
。

・
お
檀
家
の
方
の
犠
牲
者
は
五
五
名
で
あ
っ
た
。

・
本
堂
は
仏
具
も
倒
れ
、
壁
が
ひ
び
割
れ
て
い
た
為
、
使
用
せ
ず
後
に
物
資
の
保
管
場
所
に
な
っ
た
。

①
　
そ
の
時
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か

・
大
き
な
揺
れ
に
建
物
か
ら
飛
び
出
す
。
ま
ず
は
住
職
と
お
寺
の
被
害
の
確
認
を
し
た
。

・
津
波
警
報
が
鳴
り
、
避
難
し
て
く
る
車
の
交
通
誘
導
を
し
た
。

・
過
呼
吸
に
な
っ
た
お
婆
さ
ん
の
家
族
か
ら
助
け
を
求
め
ら
れ
た
。

・
津
波
到
達
ま
で
は
約
一
時
間
の
猶
予
が
あ
り
、
ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
老
人
の
誘
導
。

・
岩
手
や
女
川
で
津
波
が
来
た
と
ラ
ジ
オ
で
流
れ
、
こ
こ
に
も
来
る
と
予
想
す
る
。

・
津
波
到
達
時
は
避
難
者
三
〇
名
と
山
頂
よ
り
見
て
い
た
。
助
け
る
事
も
出
来
な
い
。
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・
携
帯
電
話
も
繋
が
ら
な
く
な
る
。
津
波
到
達
に
よ
り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
止
ま
る
。

・
津
波
に
襲
わ
れ
水
に
浸
か
っ
た
方
々
が
避
難
し
て
く
る
。

・
骨
折
し
て
い
る
女
性
が
運
ば
れ
て
き
た
。
助
け
て
下
さ
い
と
袖
を
引
か
れ
る
。

・
電
気
を
使
わ
な
い
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
取
る
。

・
避
難
者
は
本
堂
で
は
な
く
会
館
を
使
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

・
濡
れ
た
人
は
お
寺
に
あ
る
下
着
や
衣
類
に
着
替
え
さ
せ
た
。

【
津
波
到
達
後
の
状
況
】
※
写
真
資
料

②
　
避
難
所
に
な
っ
た
経
緯
・
決
断

三
月
一
一
日
夕

　
一
日
一
食
と
決
め
、
お
に
ぎ
り
を
二
〇
〇
個
作
り
、
避
難
者
に
配
る
。

三
月
一
一
日
夜

　 

住
職
と
母
と
三
人
で
知
人
・
友
人
・
親
戚
の
安
否
確
認
は
し
な
い
と
決
め
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
に
専
念
す
る
事
を
決

め
る
。

三
月
一
二
日
朝

　 

母
方
の
祖
父
母
が
同
じ
町
内
（
車
で
五
分
の
場
所
）
に
居
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
確
認
し
た
い
旨
と
街
の
様
子
を
見
て

く
る
と
伝
え
、
自
分
一
人
で
翌
日
朝
に
様
子
を
見
に
行
っ
た
。
祖
父
、
祖
母
、
叔
父
の
生
存
を
確
認
。
夕
方
に
は
お
寺

に
避
難
し
た
。
避
難
者
と
共
に
道
の
瓦
礫
撤
去
。

三
月
一
二
日
夕

　 

避
難
し
て
き
た
祖
父
が
息
を
引
き
取
る
。
祖
父
母
は
頭
ま
で
水
に
浸
か
り
、
低
体
温
症
で
あ
っ
た
。
母
に
伝
え
た
が
、

母
は
避
難
者
の
夕
飯
を
作
る
事
を
優
先
し
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
様
に
作
業
を
続
け
た
。
そ
の
後
、
祖
父
の
遺
体
を
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27 災害時にお寺が果たした役割（谷川）

別
の
部
屋
に
移
し
た
。

三
月
一
二
日
夜
　 

住
職
、
母
、
祖
母
、
叔
父
と
話
し
合
い
、

祖
父
の
死
は
避
難
者
に
伝
え
ず
、
避
難
し

て
き
た
人
の
命
を
繋
ぐ
事
を
優
先
に
考
え
、

支
援
が
来
る
ま
で
耐
え
し
の
ご
う
と
決
断

し
た
。

震
災
か
ら
五
日
目 

　
腐
敗
が
進
む
為
、
祖
父
の
遺
体
を
境
内

の
空
き
地
に
自
分
た
ち
で
穴
を
掘
り
土
葬

す
る
事
を
決
め
た
。
避
難
者
に
も
祖
父
が

亡
く
な
っ
た
事
が
伝
わ
っ
た
。
火
葬
も
い

つ
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
は
犠
牲
者
の
方
々
の
相
談
が
絶
え
な
か
っ
た
。
住

職
は
お
寺
に
ず
っ
と
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
避
難
所
の
代
表

に
は
副
住
職
の
自
分
が
な
る
事
に
な
っ
た
。

【
街
の
様
子
】
※
写
真
資
料
①
②

③
　
お
寺
の
役
割

【
避
難
所
と
し
て
の
お
寺
】

①宮城観光バスが屋上に
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・ 

避
難
者
の
受
け
入
れ
。
お
寺
の
会
館
に
約
一
〇
〇
名
、
駐
車
場
の

車
に
約
五
〇
名
の
避
難
者
。

・ 

お
檀
家
の
方
々
は
三
割
程
度
。
そ
の
他
七
割
が
檀
家
外
、
地
域
住

民
で
あ
っ
た
。

・ 

お
寺
は
避
難
場
所
で
あ
っ
た
。
避
難
所
と
は
違
う
。
避
難
場
所
は

あ
く
ま
で
一
時
避
難
す
る
場
所
。

・ 

最
初
に
し
た
事
は
避
難
者
名
簿
を
作
成
す
る
事
で
あ
っ
た
。
一
日

中
親
戚
や
家
族
が
避
難
し
て
い
な
い
か
、
確
認
し
に
来
る
方
が
絶

え
な
か
っ
た
。

・ 

自
衛
隊
の
車
を
止
め
て
、
地
図
を
出
し
て
も
ら
い
、
こ
こ
に
（
お

寺
）
避
難
者
が
い
る
事
を
伝
え
た
。

・ 

近
隣
の
集
会
所
二
か
所
と
合
わ
せ
て
避
難
所
申
請
を
行
う
。（
三

月
一
二
日
）
避
難
者
二
五
〇
名
。

・ 

最
初
に
逃
げ
た
と
こ
ろ
が
避
難
所
と
な
る
。
他
の
避
難
所
に
移
る

人
は
少
な
っ
た
。

・ 

支
援
が
来
た
の
は
四
日
目
の
夜
に
自
衛
隊
が
毛
布
な
ど
の
物
資
を

配
り
に
来
た
。

・
本
格
的
な
支
援
は
一
週
間
後
位
か
ら
始
ま
っ
た
。（
公
的
な
支
援
）

・
民
間
の
支
援
団
体
が
一
九
日
に
到
着
（
氷
見
市
救
援
隊
）

②自衛隊の行方不明者の捜索
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29 災害時にお寺が果たした役割（谷川）

・
一
二
日
か
ら
一
日
に
一
五
〇
食
の
炊
き
出
し
を
二
回
行
う
。

・ 
支
援
拠
点
と
な
る
。
物
資
の
配
給
場
所
、
医
療
拠
点
（
医

療
チ
ー
ム
の
巡
回
）、
給
水
拠
点
（
最
初
は
自
分
た
ち
で

沢
か
ら
汲
ん
で
き
て
い
た
が
、
後
に
給
水
車
が
毎
日
来
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）

【
避
難
所
の
状
況
】
※
写
真
資
料
③

【
お
寺
と
し
て
の
本
来
の
役
割
】

・ 

檀
家
の
方
の
犠
牲
者
は
自
坊
だ
け
で
五
五
名
。
連
絡
を
取

る
事
も
困
難
な
状
況
で
、
全
て
の
方
の
お
葬
儀
が
終
わ
っ

た
の
は
、
翌
年
の
二
月
ま
で
か
か
っ
た
。

・ 

遺
族
で
相
談
に
来
る
方
が
大
勢
い
る
。
落
ち
着
い
て
か
ら

お
葬
式
を
し
ま
し
ょ
う
と
伝
え
る
し
か
な
か
っ
た
。

・ 

火
葬
が
市
内
で
は
で
き
な
い
と
決
め
ら
れ
た
。
火
葬
を
す

る
な
ら
県
外
ま
で
自
分
た
ち
で
運
ぶ
か
、
仮
埋
葬
（
土

葬
）
す
る
事
に
な
っ
た
。

・ 

お
寺
の
境
内
が
遺
体
を
土
葬
す
る
場
所
と
な
っ
た
。
祖
父

を
含
め
檀
信
徒
七
名
。（
指
定
し
た
場
所
に
運
ぶ
手
段
が

③避難所の様子
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無
い
。
取
り
違
え
が
起
き
る
。
腐
敗
が
進
む
。）
土
葬
は

違
法
行
為
で
あ
り
、
警
察
と
自
衛
隊
に
相
談
し
た
が
、
初

め
て
の
ケ
ー
ス
な
の
で
判
断
ま
で
時
間
を
要
し
た
。

・
お
葬
儀
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・ 

納
骨
し
た
い
が
墓
石
も
倒
れ
、
石
材
店
も
ど
こ
か
ら
手
を

付
け
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

・ 

火
葬
で
き
た
方
の
ご
遺
骨
を
預
か
っ
た
。
他
宗
派
の
方
の

ご
遺
骨
も
預
か
る
事
も
あ
っ
た
。

・ 

檀
家
名
簿
の
更
新
を
随
時
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

※
写
真
資
料
④

【
お
寺
が
避
難
所
に
な
る
事
の
メ
リ
ッ
ト
】

・ 

学
校
よ
り
も
小
規
模
で
環
境
が
良
い
。
畳
で
寝
れ
る
。
暖

を
と
れ
る
。

・ 

備
蓄
が
あ
っ
た
。
米
、
食
料
、
食
器
類
、
水
源
が
あ
り
水

も
確
保
で
き
た
。

・ 

火
を
お
こ
し
て
煮
炊
き
が
で
き
た
。
学
校
で
は
危
険
と
み

④お寺の役割
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31 災害時にお寺が果たした役割（谷川）

な
さ
れ
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

・ 
ト
イ
レ
の
問
題
。
自
坊
は
汲
み
取
り
式
で
あ
っ
た
為
、
用
を
足
す
事
が
で
き
た
。
下
水
道
も
被
害
が
あ
る
為
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設

は
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
異
臭
を
放
っ
て
い
た
。

・ 

小
学
校
な
ど
は
一
五
〇
〇
名
に
上
る
住
民
が
避
難
し
た
為
、
物
資
も
あ
る
程
度
数
が
揃
わ
な
け
れ
ば
配
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
小

規
模
な
避
難
所
で
は
持
ち
寄
り
で
食
べ
る
事
か
ら
始
め
た
。

・
常
駐
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
（
寺
族
）
が
い
る
が
学
校
な
ど
に
は
い
な
い
。

・
近
隣
住
民
が
多
い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
り
や
す
い
。
区
長
、
住
職
、
消
防
団
。

・
老
人
、
子
供
を
安
心
し
て
残
し
て
外
出
で
き
る
。
大
人
は
仕
事
や
親
戚
探
し
に
行
く
。

・
お
寺
が
避
難
所
に
な
れ
ば
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
多
く
の
方
の
命
を
救
う
事
が
出
来
る
。

【
お
寺
が
避
難
所
に
な
る
事
の
デ
メ
リ
ッ
ト
】

・ 

避
難
所
と
な
っ
て
し
ま
う
と
公
共
施
設
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。
特
に
ト
イ
レ
問
題
。（
自
分
た
ち
は
山
の
中
で
ト
イ
レ
を
し
て
い

た
が
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、
医
療
チ
ー
ム
、
支
援
団
体
も
お
土
産
を
残
し
て
い
く
）

・
期
限
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
つ
ま
で
避
難
所
が
続
く
か
分
か
ら
な
い
。

・
常
に
避
難
者
が
い
る
状
況
で
、
外
出
す
る
事
が
で
き
な
い
。

・
建
物
に
被
害
が
あ
っ
て
も
行
政
は
補
償
し
て
く
れ
な
い
。

・ 

避
難
所
に
な
り
毎
日
食
事
を
出
し
て
い
た
が
、
燃
料
費
、
光
熱
費
等
も
含
め
行
政
か
ら
の
支
給
は
、
後
に
な
っ
て
か
ら
月
3
万
円
だ
け

で
あ
っ
た
。

・
お
寺
と
し
て
の
本
来
の
役
割
が
出
来
な
い
。
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・
長
期
化
す
る
ほ
ど
避
難
者
も
支
援
慣
れ
し
て
き
て
、
要
望
が
多
く
な
っ
て
く
る
。

・ 
行
政
の
方
で
避
難
所
の
統
廃
合
を
進
め
て
く
れ
ず
、
避
難
所
解
散
時
期
に
つ
い
て
決
断
す
る
事
の
難
し
さ
が
あ
る
。（
自
坊
で
は
百
箇

日
を
め
ど
に
仮
設
住
宅
へ
移
っ
て
も
ら
っ
た
）

・
お
寺
を
避
難
所
と
し
て
開
放
す
る
際
の
リ
ス
ク
を
考
え
て
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・ 

最
初
は
自
助
の
段
階
が
あ
り
、
次
に
共
助
、
そ
し
て
公
助
と
い
う
段
階
が
あ
る
。
公
助
の
段
階
に
な
っ
た
ら
通
常
通
り
に
住
環
境
、
仕

事
、
生
活
を
戻
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
災
害
時
に
求
め
ら
れ
る
お
寺
の
役
割
】

①
　
亡
く
な
っ
た
方
へ
の
供
養
・
お
弔
い
の
役
割

　
・
犠
牲
者
の
供
養
（
葬
儀
・
通
夜
・
火
葬
・
家
族
の
ケ
ア
）

　
・
納
骨
（
ご
遺
骨
の
安
置
・
ご
遺
体
の
埋
葬
）

②
　
生
き
て
い
る
人
の
命
を
繋
ぐ
と
い
う
役
割

　
・
避
難
者
の
受
け
入
れ
（
避
難
所
）

　
・
協
力
し
て
助
け
合
う
（
自
助
、
共
助
、
公
助
）

　
・
地
域
の
人
々
か
ら
助
け
を
求
め
ら
れ
る
（
半
公
共
的
な
施
設
と
い
う
意
識
が
あ
る
）

　
こ
の
二
つ
の
役
割
が
あ
り
、
有
事
の
際
に
は
お
寺
・
僧
侶
が
頼
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。
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